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本日の発表内容

国立環境研究所と防災科研間の包括的連携協定締結について

環境研究総合推進費 戦略的研究開発課題S-21について

現在進行中の生態系変化×防災研究の紹介
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国立環境研究所と防災科研間の包括的連携協定締結

気候変動適応と防災・減災の連携に関する研究を推進するとともに、その
成果の活用を図り、レジリエンスの高い社会づくりを推進することを目的

環境と防災・減災に関すること
生態系を活用した防災・減災に関すること
効果的な情報共有及び情報発信に関すること
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情報連携と災害対応への情報利活用（暑熱災害）
暑さ指数の情報配信を実施中
災害対応時の情報利活用
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環境研究総合推進費 戦略的研究開発課題（S-21）における研究

全体目標：
 生物多様性、気候変動及び他の社会経済的要因を統合的に扱い、各種対策

の効果を定量的に評価するための統合評価モデルを構築する
 統合評価モデルは全国スケール，地域スケールのマルチスケールで構築

その上で、科学的に検証可能なシナリオ分析に基づいて、地域循環共生圏や
持続可能な日本社会の実現に貢献するための道筋を提示

 IPBES、IPCC、TNFD、SDGsや生物多様性分野での地球規模での後継目標
設定に関する議論に科学的な根拠をベースとして貢献
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環境研究総合推進費 戦略的研究開発課題（S-21）における研究

テーマ４:
統合評価モデルとの連携による全国スケールでのシナリオ分析と社会適用
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環境研究総合推進費 戦略的研究開発課題（S-21）における研究
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森林下層植生の衰退に伴う潜在的災害リスク増加要因について

気候変動が影響する極端な豪雨の増加等、気象条件変化を背景に土砂・浸
水災害が激甚化しつつある。

一方で中山間地域では人口減少や耕作放棄地・放棄林の増加により、著しい
環境変化が進み、災害リスクの認識が困難。

地域開発が弱まった土地では野生生物が増加。食害等による山林植生の衰
退につながり、それに伴う土壌侵食や土砂流出が発生している可能性が高い。

人口減少×土地利用変化×気候変動×野生生物活動増加（食害）が同時発生
形態が解明されておらず、周知もされていない見えない「潜在的リスク」の存在可能性



ニホンジカの食害による森林下層植生衰退
食害により森林の下層植生が衰退、農林業への被害に留まらず、山林の土壌流出/土
砂災害等、災害リスク要因，住民のリスク認識状況について調査。

農業被害
（農作物の食害等）

林業被害
（苗・成木の食害等）

従来までの代表的な検討対象 新たな検討対象となる可能性
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長野県（2008），災害に強い森林づくり指針より転載

森林下層植生と災害リスクの関連

崩落防止機能

土砂捕捉機能

森林による
土砂災害防止機能

森林の更新や各種災害防止機能を担う下層植生の状況に着目
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森林下層植生と災害リスクの関連

地 形 地 質 土地利用

基礎調査の調査内容

国土交通省（2021），「土砂災害防止法に基
づく土砂災害警戒区域等について」より転載
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16下層植生が残り比較的健全な森林（前山地区）下層植生が無く表土が露出した森林（内山地区）

潜在的災害リスク要因として要検証

地域の山林，地点によって状況はかなり異なる．ニホンジカ生息密度や生息環境が影響か．
地域ごとにリスクの状況を調査し，潜在的災害リスク要因を顕在化させる必要がある．

潜在的災害リスク要因存在無と考えられる

ニホンジカの林地植生食害による植生衰退
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潜在的災害リスク増加要因の存在

潜在的な災害リスク増加要因が地域に存在している。

■ニホンジカの増加に伴う食害による森林植生の衰退

■植生衰退による土壌侵食や土壌流出の発生

■一部地点で土砂崩れや道路路面下部洗堀の発生

■民家周辺の斜面においても森林植生の衰退が甚大

■それらの状況が地域住民等に広く知られていない現状

調査で明らかになっていることとして…
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佐久市内山地区
・内山峠周辺地域

佐久市協和地区
望月高原牧場周辺地域

出典：国土地理院 地理院地図

長野県佐久市における調査



長野県佐久市における調査（望月高原牧場）

望月高原牧場で採餌するニホンジカ
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ニホンジカの食害を原因とすると思われる
森林下層植生の衰退

側溝が
埋まる

洗堀の発生植生衰退

樹皮の食害も発生

流出土壌により側溝埋没，道路上に雨水が
溢れ流下し，周辺道路底部の洗堀が発生

長野県佐久市における調査（望月・協和地区）

水の流れ
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佐久市内山地区

出典：国土地理院 地理院地図

腐葉土の形成もなく、森林の更新が生じない

長野県佐久市における調査（内山地区）

人家のすぐ背後の山地で発生

植生衰退
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ハザードマップと食害発生地の比較

青枠周辺斜面の様子
広い範囲で表土が露出
植生や落ち葉もほとんど無

現地調査範囲

長野県佐久市における調査（内山地区）



23

・表土浸食量の計測と解析による災害リスク検証
・降雨量/流出量の計測と解析による災害リスク検証
・土砂崩れ等発生地点の現地調査

①リスクの形態解明：センサー設置とデータ取得

潜在的リスクの「顕在化」に向けた研究

雨量計（斜面の土砂に対する影響について基礎情報を取得）

水位センサー（側溝の水位データ取得）

タイムラプスカメラ（土壌流出、側溝状況、シカ生態の目視）

センサー設置とデータ取得（協和地区）

・土壌流出量計測機器を設置検討
・ドローンや衛星画像による解析も検討

リスク形態解明の基礎データ取得および解析、研究の基礎に

今後
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本研究の概念



25

望月地区設置の雨量計観測結果について

9月の降雨状況比較（設置雨量計，立科アメダス，佐久アメダス）

設置雨量計
立科アメダス
佐久アメダス

望月観測点 立科アメダス 佐久アメダス
総雨量 196 179 172.5
時間最大雨量 14.5 13.5 9
総雨量比率 100% 91% 88%

単位（mm）

降雨量
降雨有無
差異確認
⇒現地設置の意義
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佐久市におけるハザードについて
・・・アメダス（佐久）における年間降水量等の推移

・2001年以降1時間あたり30mmを超える降水発生回数が増加傾向。
・1978年~2000年：7回に対し、2001年～2022年：14回と倍になっている。

植生衰退と組み合わさり，ハザード激甚化・災害発生確率の増加可能性

倍増
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